
　本日は大橋廣治パストガバナーご
来訪ありがとうございます。
　ご存じない会員もおられると思い
ますので、ごく簡単に大橋パストガバ
ナーを紹介いたします。大橋廣治パス

トガバナーは、2010-11年度のガバナーで、その年度の
福島ロータリークラブの会長は茂田士郎会員、幹事は
森岡幸江会員でした。
　本日は2名の新会員をお迎えしました。福島民報社 
代表取締役社長の高橋 雅行様、NHK福島放送局 局長
の本保　晃様のご両名のでございます。これから一緒
にロータリー活動のできることをうれしく思います。
　さて、先日大橋パストガバナーから「赤ちゃんは生
まれたときは手を握ってますね」と聞かれました。そ
の場で「はい」と答えましたが、心配でその後出生時の
赤ちゃんの手を見てみました。意に反して出生直後は
大きく手を開いて泣こうとします。初めての肺呼吸を
するためです。大人でも深呼吸をする時は皆両手を大
きく開きます。しかし、その後赤ちゃんは、何かに手が
触れると握ろうとします。生まれつき持った「原始反
射」の一つで「把握反射」と言って生後4か月頃まで残
ります。この他「足踏み反射」「モロー反射」「吸啜反射」
など赤ちゃんは8つの原始反射を持って生まれます。
これらは外の世界で生き残るために人間に備わってい
る動きです。従って、仮死状態など具合が悪く生まれ
た子供は、手を開いてダランとしています。大橋ガバ
ナーのおっしゃる「人間は手を握って生まれ、手を開
いて亡くなる」というのもあながち間違いではいない
ようです。
　生後1か月健診の赤ちゃんも、普通は手を握ってい
ますが、泣くときは手を開いています。「手に手つない
で」を歌うとき隣の人と手を繋ぐと、何となく昔懐か
しい感じがすると思います。幼児期の体験を思い出す
からかもしれません。

開会点鐘 幡　研一 会長

ロータリーソング「福島ロータリークラブの歌」
　ソングリーダー 管野裕一 会員
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大橋廣治PGあいさつ
会長あいさつ 幡　研一 会長

食事
幹事報告 箱岩　偉 幹事

各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会
　　 門脇　渉 委員

◎本日のプログラム
閉会点鐘 幡　研一 会長

第5回会長挨拶
幡　　研一 会長

8月20日（木） 12：30～　辰巳屋

○酒井善盛ガバナー公式訪問例会
　（会長･幹事会／クラブ協議会／通常例会）
＊誕生祝い　＊「四つのテスト」唱和　＊プログラム案内
＊「友」紹介　＊血圧測定
8月27日（木） 12：30～　辰巳屋

○地区セミナー報告
○井上賢司新会員スピーチ

会 長 あ い さ つ 例 会 次 第

例 会 プ ロ グ ラ ム の ご 案 内

幹 事 報 告

お知らせ
●当クラブ次週8月6日の例会は18：30より辰巳屋に於
いて納涼夜間例会となります。ご家族お揃いでの参加を
お待ちしております。

その他のお知らせ
●8月のレート変更はありません。（1ドル124円、現行の
ままになります）

　本日は8月20日のガバナー公式訪問に備えてのクラ
ブ協議会です。各委員会毎、年次計画について話し合
いをお願いします。また、8月20日午前中のガバナー
とのクラブ協議会の出席者の確認もお願い致します。

【事務所】福島市栄町5-1 ホテル辰巳屋 7F  【例会日】木曜日12：30
【TEL】024-524-1010　【FAX】024-524-1011　【mail】f-rotary@guitar.ocn.ne.jp　info@f-rotary.com
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本日のプログラム

8 月 20 日（木）のガバナー公式訪問に備え奉仕委員会毎
に年次計画についての話し合いとガバナー公式訪問時の
クラブ協議会出席者確認が行われました

ク│ラ│ブ│協│議│会
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活動報告

１．開会点鐘 ガバナー 酒井　善盛

２．ガバナー挨拶 ガバナー 酒井　善盛
拡大も必要だが、会員が辞めないようにすることも

重要、2013-14 年度 RI 会長、ロン・バートン氏の

話を引用、「ロータリーに入会後『ロータリーが面白

くない、辞めたくなった』会員がいた。それを聞い

て彼はクラブの重要なポストにつけられた。その後、

彼はクラブ内での自分の居場所ができて、意欲をもっ

て活動するようになった。それが後に RI 会長になっ

たロン・バートン氏本人だった。」

３．地区研修リーダーより

  パストガバナー 大橋　廣治
○「自分の会長の間はやめないで欲しい」はだめ

○推薦者が辞めてしまった

４．シニアアドバイザーより

  パストガバナー 渡邉　公平
○原点…人と人の集まり

○地域社会に必要とされるクラブになろう

５．拡大委員長より  西川　博美
○衛星クラブの創設について

６．クラブ奉仕委員長より 笠原　宏男
○親睦と奉仕は連動する、一緒に参加して勉強する

７．体験発表 クラブ奉仕委員 横山りつ子
 ○磨かざれば、玉も光らない

８．講演「新しい友達を作ろう」
 2012-13 年度 RI 会長  田中　作次

○世界中に 34,000 のクラブ、1,200,000 名の会員を

持つ、NGOでは最も多く世界に貢献している団体

である、最も効果的な奉仕団体である

○ロータリーはクラブのために入るのではない、自
分の見識を高めるために入る

○素晴らしい人との出会い
○地元を良くしようと思っている人を誘う
○ 3 年で辞める人が多い
○国際大会へ新しい会員を誘う、来年は韓国、日本
から 1万人の参加、国際的な団体の一員であると

いう目覚めがある

○ロータリーのバッジを常に着用…自分の意識も変
わる

○ RI の年度テーマ、どうしたら良いクラブになれる
か議論する

○年間目標出席率の設定
○例会…他人から学ぶ場、理事会報告・委員会報告・
地区大会報告・セミナー参加報告等は2週間以内に

○地域のニーズを知る…そのような人を呼んでス
ピーチを要請

○国内外に姉妹クラブを持つ
○クラブ会長の挨拶…ロータリーに関することを話す
○他クラブへのメーキャップの報告

○青少年交換学生・米山奨学生のスピーチ

○プログラム…会員の興味のあること、反応をみて

反省

○新会員の勧誘…年齢のバランスを考える、女性会

員 15%を目指す

○広報…ロータリー情報は毎例会で、情報委員長が

行う、目につくように活動する、

○募金を募る人をスピーカーとして呼ばない（寄付

団体と思われる）

○職場や職員の倫理…思いやりの心、奉仕の理想

○ナイジェリアでは 18人に 1人の母親が出産後に死

亡…親のない子をなくす

○青少年を育てる…次世代のロータリアン

○若者…柔軟性を持つ…ロータリーも若者から学ぶ

ことも多い

９．懇親会

　田中作次さんの講演を聞きながら、故田中善六 PGのこ

とが脳裏をかすめていました。〈報告：会長  幡 研一〉

日時：2015 年 8月8日（土）13：30～　　会場：ウエディングエルティ　　出席者：幡　研一、箱岩　偉

（ 紙面の都合上、本来8/6例会号で報告予定の記事掲載となりますことをご容赦ください ）

2015-16 年度 RI2530地区

地区拡大・クラブ奉仕委員会合同セミナー出席報告
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新 会 員 入 会 式

幡　研一 会長
○本日はクラブ協議会です各委員会毎に年度目標について
ご協議お願いします。

○NHK局長 本保 晃様、福島民報社長 高橋雅行様の入会を
歓迎して。

○大橋廣治PGのメーキャップを大歓迎します。
河田　亨 会員
　新会員高橋雅行君（福島民報社代表取締役）を紹介いたし
ます。よろしくご指導下さいますようお願い致します。
渡辺 健寿 会員
　本保 晃様、高橋雅行様、お二人のご入会を心より歓迎致
します。
高橋 雅行 新会員
　このたび河田様のご紹介をいただき歴史と伝統のある当
クラブに入会させていただくことになりました。ありがとう

ございます。何卒ご指導ご交誼のほどお願い申し上げます。
本保　晃 新会員
　福島ロータリークラブに入会でき、たいへん光栄に思って
います。お酒やフルーツなど味わいながら、職業奉仕につと
めます。よろしくお願い申し上げます。
大橋 廣治 PG
　幡、箱岩年度の道中つつがなきを祈念して。
──────────────────────────
他に／箱岩 偉／加藤義朋／加藤裕司／安斎圭一／久保田
吉朗／内池 浩／茂田士郎／丹治正博／白岩康夫／門脇 渉
／信国一朗／菅野晴隆／牧野吉晃／八巻恵一／松浦敬裕／
森岡幸江／佐藤武彦／増子　勉／坪井大雄／田沼紀美子／
相良元章／管野裕一／古俣　猛／氏川守義／安藤健次郎／
有田吉弘

ニコニコBOX報告　 〈報告〉 門脇　渉 委員 本日のニコニコBOX投入額　32件　¥69,000   累計  ¥358,000

私のひとこと 茂田 士郎 会員

首都圏一極集中化が進行中
　私は10歳から18歳までの少年期を
北関東の下館町で過ごしました。東京

から約70キロ、当時の私たちの憧れは東京に行くこ
とでした。北関東の小さな町や村は農産物や工業製品
をどんどん東京に送り出し、若者は中学を卒業すると
すぐ東京に出て就職しました。下館もかつては絹や木
綿の織物で栄えた町でそれなりの独自の文化を持って
いたのですが、どんどん東京の周辺都市と同じ均一化
された町になってしまいました。
　それから数十年を経て南東北の都市、郡山、福島、仙
台もまた首都圏周辺の都市に類似して特色ある文化
が消えて行きました。優秀な若者は首都圏に吸い寄せ
られ、高齢者のみを首都圏から地方都市へ移そうとし
ています。かつて世論をにぎわし我々も希望を抱いた
“地方分権”、“道州制”、“大阪都構想”などはいつのま
にか潰されてしまいました。私は本当に心配です。も
し人為的なあるいは自然の大災害で首都圏が崩壊する
ことがあれば、日本国もまた滅亡するのではないかと。

福島民報社　代表取締役社長
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（紹介…渡辺健寿 会員）

〈河田会員からの紹介文〉
　生粋の福島っ子で、福島高校、中央大学法学部政治学科
卒。昭和28年6月6日生れの62歳。昭和52年4月に福島
民報社の編集記者として入社した。当時私は編集局長とし
て採用にあたったが、稀に見る人材だったと記憶してい
る。編集局報道部勤務のあと会津坂下支局長、東京支社編
集主任などを歴任、編集局報道部長、会津若松支社長を経
て、平成18年編集局長になった。
　取締役に選任されたのは平成21年6月で、総務局長兼
経理局長。23年には常務取締役に昇任、平成24年6月、ス
ピード出世で代表取締役社長、編集主幹（現職）に就任し
た。従って社長職は満3年。県広告協会会長など兼務の公
務が多いが、ロータリー歴も会津坂下、会津若松などで通
算6年に及び、ロータリークラブ活動や地域発展に寄与す
るものと期待している。また平成26年度は福島民報社が
編集・経営の２部門で日本新聞協会賞に輝いたことも特
筆されよう。
　家族は妻と社会人に成長した2男１女。孫は２人。両親
も90歳、89歳で共に健在。酒、ゴルフ、スポーツ、音楽鑑
賞など趣味も広いが、「いずれもプロ級には遠く及ばない」
と苦笑していた。

生年月日／昭和35年2月17日（55歳）
家族構成／妻・娘（今春大学院卒）
略歴／東京大学工学部を卒業後、日本放送協会に入社。仙
台放送局にて放送部、社会部、科学・文化部の記者を経
て名古屋放送局へ。主に科学・文化部を担当し平成25年
静岡放送局 局長、本年6月より福島放送局 局長に就任。

趣味／ドライブ・自転車・サッカー・ゴルフ・カラオケなど
※6月まで静岡ロータリークラブに所属、2013-14年度RI第
2620地区大会に参加され地区フォーラムにて講話。2014-
15年度プログラム委員長。

●RI第2530地区
　パストガバナー
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